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1。 問題意識と研究方法
本研究は「日本人のステレオタイプイメージは誰によって創られ、いつごろ一般
的になり、どのようなプロセスがイメージ形成に影響したのか」の疑間にはじまる。
この問題提起に対し、19世紀初頭に登場したとされる「マスメディア」が果たした
役割に注目したい。マスメディアが提示する社会的現実感はステレオタイプに正当
性を与える要因となる。(1)マスメディアにより広がった日本イメージは、情報を受
けとる者の日本人ステレオタイプ形成に大きく貢献したと言えるのではないか。
そこで「日本人イメージが作られる際には、直接日本人を見たり、聞いたりする
よりもむしろマスメディアの影響が大きい。日本とヨーロッパの交流が盛んになっ
た19世紀末、日本の様子を民衆に伝えた挿し絵入り新聞は日本イメージの原点であ
る」という仮説を立て同時代のフランスのマスメディアを中心に調査・分析する。
調査対象である挿し絵入り新聞・雑誌記事から日本に関連する記事を探し、イラ
ストレーションが掲載された記事を抽出する。画のテーマから、フランス人が求め
た・好んだ日本イメージを探る。画に添えられた「キャプション・記事にどのよう
なことが書かれているか」により画への意味づけを分析する。また掲載媒体の特徴
や発行部数を手がかりとして、マスメディアの伝えた日本イメージがフランスにお
ける日本人ステレオタイプ形成に影響していく過程を明らかにしたい。
この時期における日本人をテーマにした風刺画というと、日本ではジョルジュ・
ビゴーの存在が大きい。彼は1882年から1889年にかけて日本に滞在し、横浜居留
地を拠点に在日外国人向け挿し絵入り新聞『トバエ (物baご)』 のほか、日本を題
材とした多数の画集を出版した。また、英仏新聞の海外特派員や報道画家として、
3000以上の日本関連作品を発表し、フランス帰国後は1900年のパリ万国博覧会の日
本館監修に参加している。同時代にジャーナリズムに携わりながら長年日本に滞在
した唯一のフランス人である。
仏人研究者H.コルヌヴァンによれば「版画に熱狂した数多くのフランス画家の
中で (中略)日本の現実を生きた者はジョルジュ・ビゴーただひとり」②であり、
帰国後ビゴーが暮らしたパリ第6区の区長P.バスも「パリ中がジャポニスムに熱
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を上げていた頃、仏アーテイストとして唯一ジョルジュ・ビゴーが横浜までの長旅
を敢行し、日本に何年間も暮らした」0と述べている。
ビゴーは当初、変動期の日本社会を意識的に描くことを避けて伝統的 0民族的な
ものを好んで描いたが、滞在が長引くにつれ彼の視点は変化していく。0「ジャー
ナリズム黄金時代」の雑誌・新聞乱立期にフランスヘ帰国したビゴーは、仕事のた
めに出版社の求める日本人像を描くようになったという。⑤
では当時のフランスにおいて、どのような日本の情報が求められ、また、実際に
流通していたのだろうか。それを知るためには、この時期にフランスメディアに現
れた日本情報を幅広く検討する必要がある。出版社の求めたイメージ、つまり史料
に表れる日本関連記事を検証して行くための準備として、日録データを作成するに
至った。
資料の収集にあたリフランス国立図書館 (BibliothOque Nationale de France)
の運営する電子図書館「Gallica」⑥を利用した。同図書館が所蔵する資料のうち電
子データ化されているものをインターネット上で検索・閲覧可能とするシステムで
ある。電子データは必要に応じてPDF形式またはjpeg形式でダウンロードする
ことができる。
「定期刊行物 (p6riodiques)」のページに近現代の新聞・雑誌のバ ックナ
ンバーを所蔵している。このページから探すことができるのは『ラ。クロワ
Ca Croix)』『ル。フィガロ じθ Figa“)』『ル・プチ・パ リジャン にθ Peゴι
Pa油カコ)』 などの主要新聞25紙で、現在も継続している刊行物に関しては20世紀
中ごろまでのバックナンバーを公開している。また、検索をかけることでこのペー
ジにあるもの以外の雑誌・新聞記事を見つけることが可能である。
本稿の調査対象である『ル・プチフランセ・イリュストレ じθ Pett Fra″fars
〃υ工だ)』 は、電子図書館内にてほぼ全ての年のバックナンバーが閲覧可能で、刊
行年が1889から1904年、すなわち19世紀末期・明治時代末期である。この時期は第
4回・第5回パリ万国博覧会の会期や日露戦争を含んでおり、近代フランスにおい
て日本が最も注目を浴びた時代の一つと言えよう。
また『ル・プチフランセ 0イリュストレ』は日本で未だ十分研究されていない。
フランスの挿し絵入り新聞としては『イリュストラシオン』『ル・モンド・イリュ
ストレ』が特に有名であり、日本でも横浜開港資料館刊行の『「ル・モンド・イリ
ュストレ」日本関係さし絵集』0や小倉考誠氏の『挿絵入新聞「イリュストラシオ
ン」にたどる』シリーズ3)で紹介されている。この2つに関しては、バックナン
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? バーや関連する資料を横浜開港資料館で閲覧することが可能である。0
さらに、風刺新聞『ラ・カリカチュール』を創刊したジャーナリスト、アルベー
ル 0ロビダ (Albert Robida)が記事執筆・イラスト提供に参加していることに注
目にした。彼は若い頃より風刺画に熱中しアレクサンドル・デュマらに注目された
ことからジャーナリズムの世界に入った。挿絵画家、小説家、ジャーナリストとし
て活躍し、明治期に日本で『第二十世紀未来誌』(10などの著作が紹介された。(lD
日本関連記事の抽出方法は、『ル・プチフランセ・イリュストレ』の全バックナ
ンバー (付録、特別号等を含む)からjapon(日本)、 japonais(日本人、 本の)、
japonaise(日本人女性、日本の)のキーワードが含まれる記事を検索し、イラス
トレーションの有無を問わず抽出することとした。なお検索結果が「目次・索引の
ページ (mEル隻Pa駆万E DES MИ   晨珂a ttυviёmθ a″ごθごυ“λ洸
FraraFS〃υS能)」 に含まれる場合は除外した。
本論の最後に、今回抽出した記事のうちイラストレーションが含まれるものを抜
粋したリストを掲載している。
2。 時代背景 と『ル・ プチフランセ・ イリュス トレ』
フランスにおいて1814年から1914年の100年間は「ジャーナリズム黄金時代 (Le
siOcle d'or de La PresseCa/L'age d'。(10)」と呼ばれる。また、ジャーナリズム
が専門職として認知され始めたのもこの頃であり、19世紀初頭に大衆向け新聞など
のマスメディアが形成された。
写真ジャーナリズム登場以前、イラストレーション・報道画はジャーナリズムに
おいて重要な役割を担った。19世紀後半になると一般向け出版・雑誌が出現し、イ
ラストレーションジャーナリズムは全盛期を迎えた。日本では文明開化にともない
新聞が多数発刊され、人々の興味が報知から雑報に向かうとともに「新聞錦絵」や
「諷刺新聞」が流行した。00
日仏交流は1858年の日仏修好条約締結に始まる。横浜居留地に外国人が居留を開
始し1880年には欧米人が急増した。(19居留地では外国人向け出版物が発行されてい
た。に0フランスではジャポニスムが流行し、1878年パリ万国博覧会で過熱した。日
本への興味の高まりとともに、旅行記や新聞等のメディアによって日本が紹介され
た。
同時代のフランスにおける日本イメージ形成にジャポニスムは少なからず影響を
与えた。実業家が日本の美術品を持ち込む、旅行者が日本について記述する、小説
家が日本を題材にする、海外特派員が日本を取材するといった活動が相互に影響を
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受け、ジャポニスムは大きなムーブメントとなっ
'た
。
19世紀前半のフランスはジャーナリズムの勃興期にあり新聞・雑誌などが多数創
刊された。演劇やスポーツ、文学などの専門紙や地域紙も増え、1870年には136紙
であったフランス国内の新聞は1885年に310紙と倍増した。(1つ
もとよリフランスの識字率はさほど高くなく19世紀中頃は成人でも5割に満たな
かったと言われる。19世紀後半、初等教育の普及と出版物の増加等により識字率が
高まり、半世紀で成人の識字率は7割程度になった。(181このような時代背景におい
て挿し絵入り新聞の需要は大きく「ジャーナリズム黄金時代」にイラストレーショ
ン新聞が舌L立した。
以下、主要な挿し絵入り新聞を挙げておく。
Le Voleur(1829-1842)5日ごとに刊行
La Silhouette(1829-1831)週干J
La Caricature(1830-1843):週干J
Le Charivari(1832-1937)日干J
L'11lustration (1843-1944)週干J
Le l唖onde 11lustrO(1857-1948)週干J
Le Journal 11lustrO(1864-1899)週干J
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La Caricature(1881-1904):週干J
Le Petit Francais illustr6(1889-1905)週干J
『ル・プチフランセ・イリュストレ』は1889年か
ら1905年までの約16年間、パリの出版社Armand
Colin&Cieより発行された挿 し絵入 り週刊誌で
ある。創刊者はオーギュス ト・コラン (Auguste
Armand Colin)で刊行にあた り、教育を魅力的
にすることを目標に掲げた。副題が「男子学生
と女子学生の新聞 (le jOurnal des Ocoliers et des
ecoliёres)」であることから、読者層としてのター
ゲットは学生・青少年である。サイズは28.5×19。0
センチ、全12ペー ジで構成されている。(図1:表
紙)
創刊号の発行部数は90万部(19で、学生向け報
?
?
?
「
?
「
:=墜豊墨墨
=」
壁聾疑壺蔓墜壁■
=塁
墨蔓豊=T
図1 表紙
道媒体としては最高部数であった。当時最も売れていた挿し絵入り新聞「イリュ
ストラシオン」の1890年発行部数が約47万部90であったことを考えると、大きな
期待感をもってスタートをきったのであろう。しかしながら1891年の発行部数は
4万8千部となっている。
同誌には特集記事や広告、コンクール結果などの付録ページが頻繁に追加された。
同時代の挿し絵入り新聞には政治風刺記事が多く見受けられる一方で、『ル・プチ
フランセ 0イリュストレ』はニュースや連載小説のほか地理、自然科学、技術、文
化の情報を提供し学生の知的好奇心を促すことに重きを置いていた。価格は一部10
サンチーム、増刊号の場合は一部15サンチームとしている。
ヨーロッパの漫画、バンデシネ (Bandes dessinees)の先駆者といわれるク
リス トフ (Christophe、本名Georges Colomb)や、『ラ・カリカチュール Ca
Car」ilgarare:1881-1904)』を創刊した作家・漫画家アルベール・ロビダらが寄稿し
ている。タイトルの通り美しいイラス トレーションが特徴の雑誌であるが、写真
技術の普及とともにイラストレーションに代わり写真が多く掲載されるようになる。
初期は白黒印刷であったが1900年よリカラー印刷となった。
3。 考察
以下、記事、及び挿絵についてふれておきたい。まず記事についてであるが、
『ル・プチフランセ・イリュストレ』は巻末に「雑報欄 (VariOtes)」とぃぅコーナ
ーを設けており、毎号4～5本程度の短い雑報記事を掲載している。信憑性の薄い
うわさ話から最新の科学情報までテーマは多岐にわたり、原則として署名はつかな
い。日本のみならず世界各国の珍しい文化を紹介している。
雑報欄の記事にイラストレーションがつくことは無いが、今回調査した169本の
日本関連記事のうち雑報欄に含まれるものが52本と、約3分の1を占めていた。ttD
うち日本を主題としている記事が31本、日本を主題としていないが単語として
japon、japonais、japonaiseが登場した記事が21本であった。
雑報欄以外の該当箇所としては、日本を主題としている記事は特集記事などの14
本であった。イラストレーション入りの記事が40本で、これも日本を主題にした記
事と言える。残りの記事は、japon、japonais、japonaiseが地名や修飾語として登
場している場合と、広告・予告に含まれる場合である。
今回収集することのできた『ル・プチフランセ・イリュストレ』における日本関
連イラストレーションは40点である。そのうち日本人を題材としたものが20点、日
本の伝統工芸や日本文化を紹介するものは12点、日本の風景を描いたものが8点で
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あった。
『ル・プチフランセ・イリュス
トレ』が学生の教育向けに創刊さ
れたことを考慮すると、めずらし
い東洋文化の紹介を目的とした記
事が多いことは納得できる。イラ
ストレーションのみならず、日本
関連記事を見ても「和紙」(1889
年8月3日号)や「日本の時計」
(1893年8月8日号)のように日
本の工芸品や美術品は注目されており、文章中にたびたび登場する。「日本のうち
わ」は全2回 (1890年3月29日号・4月12日号)、 伝統の和柄模様は全5回 (1899
年6月3日号から11月18日号)で連載として特集され、掲載前に予告記事を打つな
ど雑誌の目玉として扱われている。(図2:「日本のうちわ」)
日本の風景描写に関して言えば、「大阪の家々」(1900年8月25日号)や「日本の
火山」(1902年11月22日号)、「日本の屋敷」(1904年月9日号)などのイラストレ
ーションは精細に描かれ、写真に限りなく近づけようとした努力が伺える。1900年
代からはイラストレーションに代わり写真が掲載されるようになった。風景や工芸
品など客観的描写が重視される題材を扱ったイラストレーションは、写真技術の普
及で役目を終えることになる。
「白い象の祭り」(1900年10月13日号)のように、日本人の行事を題材にしたイラ
ストレー ションには子どもたちの躍動感あふれる様子が描かれ記事内容も具体性に
富んでいる。イラストレーション、記事ともに署名は無いことが多いが、特派記者
または記録画家が実際に日本へ出向き取材したものと思われる。
『ル・プチフランセ・イリュストレ』の発行期間は1889から1905年、すなわち約
120年前の日本文化、日本の風景ということになるが、これらのイラストレーショ
ンから受ける印象は現代日本人のわれわれが見てもある種の異文化であり、十分に
興味深く感じられる。
『ル・プチフランセ・イリュストレ』はその創刊目的から政治色の薄い週刊誌で
あり、強烈な風刺記事は見当たらない。よって日本人を描いたイラストレーション
でも風刺画は少なく、ほぼ全ての画が写実的に描写されている。たとえば「日本の
うちわ」(1890年3月29日号)に描かれているような若い日本人女性と日本の風景
を融合させた画は美しさに重点が置かれ、意図的に花などの装飾があしらわれてい
(6)
図2「日本のうちわ」
る。「桜の季節」(1904年月9日号表紙、記事)のイラストレーションの背景には
海、桜、富士山、日本家屋など「日本の象徴」が用いられ、ジャポニスムのさなか
で読者の期待に応える意図が感じられる。これら「日本の象徴」は120年経った今
でも通用するものであろう。
今回の考察は、本研究の準備段階として行われた。調査する前は、G・ビゴーの
残した風刺画のような日本人イメージ、現代にも通じる日本人ステレオタイプが同
時代のフランスマスメデイアにおいて流布していると予想した。しかしながら『ル
・プチフランセ・イリュストレ』における日本関連記事に関して言えば風刺画は少
なく、純粋な興味の視点から日本文化が語られているものが大部分を占めた。
『ル・プチフランセ・イリュストレ』は学生の教育推進を目的として編集されて
いるため今回の調査結果は限定的なものである。本研究を進めるにあたり、同時代
に流通していた他の挿し絵入り新聞などとの比較を通して今回の調査結果がどの程
度一般性をもつのか検証していきたい。
以下に、『ル・プチフランセ・イリュストレ』日本関連記事データの中からイラ
ストレーションの目録を抜粋して掲載した。
「巻号」「発行日」は紙面に準ずるものとした。「タイトル」にはイラストレーシ
ョンの掲載されている記事のタイトル、またはイラストレーションそのもののタイ
トルを用いた。コーナー名やサブタイトルのある場合「タイトル補足」として記載
した。「イラストレーション」欄に、筆者による画の簡単な説明を加えた。画にキ
ャプションや解説文が併記されている場合には「注記、絵/写真解説」に記載した。
本誌に付した目録は今回収集したデータの一部であり、『ル・プチフランセ・イ
リュストレ』日本関連記事全目録データに関してはリテラシー史研究会のホームペ
ージ (httpノ/www.lwasedajp/a…wada/1iteracy/)上で公開していく。
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1‐43 18891221 LE CENTENAIRE DES CHRYSANTHEME
2…58 18900405 Les timbres-poste Les timbres-poste
supplement-57 18900329 l'Ecran japonais (ler feuille)
supplement-59 18900412 I'Ecran japonais (2eme feuille)
supplement-82 18900920 casse-tete japonais - Oiseaux
supplement-89 18901108 Ombres japonais : Dessins de Felix Regamey,
d'apres CE-UENOI
supplement-92 18901129 Abat-jour japonais
7‐Paque 1896 Exceptionnel hors serie Piques Japonais L'AQURELLE
7‐307 18950112 Chez les Fils du Soleil levant
7‐307 18950112 Chez les Fils du SOleil levant
7‐307 18950112 Chez les Fils du SOle■levarlt
9-443 18970821 表紙 Le Paradis du Pacifique.
9‐443 18970821 Le Paradis du Pacifique Le Paradis du Pacifique
11‐540 18990701 表紙
supplement-536 18990603 Decoupages japonais (PLANCHE I)
supplement-540 18990701 Decoupages japonais (PLANCHE II)
supplement-546 18990812 D6coupages japonais (pLANCHE III)
supplement-552 18990923 Ddcoupages japonais (pLANCHE IV)
supplement-560 18991118 D6coupases japonais (PLANCHE V)
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(15)仏102名/欧米1400名ほど。澤護「横浜居留地のフランス社会 (1)一幕末・明治初年
を中心として一」『敬愛大学研究論集』44,1993,pp.131-170。
(16)澤護「横浜居留地のフランス社会 (3)一幕末 。明治初年を中心として一」『敬愛大学
研究論集』48, 1995, pp.65‐95。 新聞は “L'6cho du JapOn" 1870-、 “Courrier du Japon"
1879-(仏)、"Japan Herald"1861-(英)など。雑誌は “Japan Punch"1862-(英)、
“Tobaё"1887-(fA)など。
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rfび〃c,
p.16.
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著■者■名
:べ■ジ 注記
「
絵/1写真解説
日本の道具 523
日本の切手 A.M. 167
和風うちわ
和風うちわ
ことりの工作
影で動物の形を表現する遊びの
やりかた
鯉・花などの写実画
富士山、和船、本、水辺、日本女性、
子供
R.C. Vite on acheva la cueil'ette
蓮の花を手入れする僧侶と子供 B. Pr6tre japonais cueillant des fleurs de lotus pour parer
I'autel de Bouddha.
桜の下のお茶や さん B. Une maison de the au temps des cerises.
路上演奏と町の人々 B. 79 Mendianetst musiciens ambulants.
子どもを抱える日本女性と家屋 表紙´ Le Paradis du Pacifique. 
- 
Paillotes de Japonais dans une
plantation de cannes a sucre, aux iles Hawai.
ホノルルの道 GoT. 446448Une rue a Honolulu.
三味線をひく着物姿の少女と人
形
表紙 Scene de la vie enfantine au Japon.-Serenade aux
poupees
日本の模様 D6coupages japonais (PLANCHE I)
日本の模様 Decoupages iaponais(PLANCHE II)
日本の模様 D6coupages japonais (PLANCHE III)
日本の模様 Decoupages japonais(PLANCHE IV)
日本の模様 D6coupases japonais (PLANCHE V)
19世紀フランスの挿し絵入り新聞における日本イメージ
■巻| 11=11年|||■|11
1223 19000505 LE RUSSE Races et Nations
supplement-38 19000818 ECRAN JAPONAIS:DOUBLE FACE
12-39 19000825 Les attractions de
l'Exposition 
- 
Le Tour du Monde
1246 19001013 表紙
12-46 19001013 LES JEUX DES PETITS JAPONAIS
14-140 19020802 Farce Japonaise
1■157 19021129 QUELQUES VOLCANS EN ACTMTE
lα214 19040102 Une bonne lecon
1"26 19040326 AU JAPON
16227 19040402 表紙 CARTE DU THAETRI
DE LA GUERRI
RUSSO‐JAPONAISE ‐
lG228 19040409 表紙 Au Japon
Cueillette
Cerises
L
de
16228 19040409 LE TEMPS DES CERISES,AU JAPON
16228 19040409 LE TEMPS DES CERISES,AU JAPON
19040709 W FETE JAPONAISE
16254 19041008 LEGENDE JAPONAISE
supplement-220 19040213 JAPON ET COREE TYPES JAPONAIS
supplement-220 19040213 JAPON ET COREE
supplement-220 19040213 JAPON ET COREE
1904xxxx RUSSE ET JAPON
1904xxxx RUSSE ET JAPON
1904xxxx Une Carte Illustree et en Couleurs du Theatre de la
Guerre
RussoJaponaise
(10)
■■イラストレ■シヨン‐ 著 1者‐1名 べ■ジ
中国人やブツダのような人々が
:Fけ回つている
M. 274
日本の女性、風景、花々が描かれ
たうちわ
L'Ecran japonais (1er FACE) / L'Ecran japonais Qe
F'ACE)
大阪の家々 M.HUTIN 463 MAISON JAPONAISE A OSSAKA.
着物姿の女性、子ども、人形、屏風
など
表紙 Une s6ance de guignol au Japon
象を囲んで踊る子どもたち 543 LA FETE DE L'ELEPHANT BLANC
和室、まげを結った子ども、いた
ずらの様子の漫画
420 La page de dessin ci-dessus, de Ratfin, a obtenu un des
trois premiers prix du concours poue UNE IMAGE D'
EPINAL.
火 山 LES MONTAGNES FUMEUSES,AU JAPON
写真:人力車 A.DE G. une djin-richi-cha
祭りの子どもたち、顔が凶悪 201 一
‐AU JAPON.CEUX QUI NE SE BATTENT PAS
ENCORE。
ロシア、中国、日本の兵士と侍。背
景に地図
表紙 CARTE DU THAETRE DE LA GUERRE RUSSO―
JAPONAISE
富士山、和船、木、水辺、日本女性、
子供
表紙 1894. pLt lltrlElDm"Au Japon 
-Lacueillette des 
cerises
日本の屋敷 HABITATION JAPONAISE
桜並木のお茶屋さんと女性、子ど
も
UNE lИAISON DU THE,AU TEMPS DES CERISES
祭りの女と子どもたち、顔が凶悪 E.M.
お辞儀する和装女性、背景に富士
山、不気味な男の頭、フランス語
の詩
540 LE MIROIR MAGIQUE
ou Comment Fleur‐de S¨o il et Clair‐de‐Lune furent
gueries de leur coquette五e.
写真:和装女性、子どもたち、和装
男性
PhotograPhies comuni-
quees par MM.Olivier,de
Langenhagen.
JEUNE FILLE JAPONAISE/GROUPE D'ENFANTS/
ACTEUR JAPONAIS
写真:鎌倉の大仏 Photographie de la
societe de geographie
LE DAIBOUT DE KAMAKOURA
写真:り|1辺に多くの和船 Photographie comuni-
quee par Ia societe de
geographie
ARSENAL MILITAIRE A TOKY0
写真:長崎の港 NAGASAKI(JAPON)
写真:ロシアの港、韓国の子ども、
東京の門と人々
LEPORTHUSSDIiEVLADIVOSTOK (SIBELIE ORIEN-
TALE) / TYPES D'ENFANTS COREENS / TOKYO -
ENTREE D'UNE CASERNE
ロシア対日本、兵士の行進 une carte Illustree et en couleurs du Theatre de la
Guerre
(やなぎさわ・かなえ/早稲田大学大学院)
(11)
